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 論文は、Introduction、第 1 章 “Hawthorne’s Early Tales: Fictionalizing the Communal 
Egotism in History”、第 2 章 “Hawthorne’s Short Stories around the 1840’s: ‘The 
Unpardonable Sin’ ,or the Egotism of Artist”、第 3 章 “The Scarlet Letter and The 
Blithedale Romance: Tales of Human Frailty and Sorrow”、Conclusion、Notes、Works 












 筆者は「僕の親戚、モリヌー少佐」“My Kinsman, Major Molineux”、「ロジャー・マル














 第 2 章：1840 年代の短編作品から 「あざ」“The Birth-mark”、 「ラパチーニの娘」











































































































応答を通して博士学位に相応しい能力を有することを確認し、本学学位規程第 25 条第 1
項により、これに関わる試験の全部を免除した。  
学会発表のみならず、すでに多数の論文を執筆・発表していることなどの点を総合的に判
断して、審査委員会は申請者に対して、本学学位規程第 18 条第 1項に基づいて、「博士（文
学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
 
